
令和 5年度  事業報告書

令和 5年 4月 1日～令和 6年 3月 31日
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1.法人の概要

(1)設置する幼稚園

西部あおば幼稚園

(2)定員及び園児数

鳥取県米子市二本木 259番地 6

定 員 数 200人

令和 5年 5月 1日現在の園児総数 81人

5歳 児 ク ラ ス 24人

4歳 児 ク ラ ス 23人

3歳 児 ク ラ ス 21人

2歳 児 ク ラ ス 13人

(3)令和 5年 5月 1日現在の役員・教職員等の員数

区 分 人    員

理   事   長 1人

理
ヨ=ヨ寺 4人

評   議   員 11人

監
」=ヨ寺 2人

役 員 合 計 18人

教   員   等 13人

職   員   等 3人

教職員等合計 16人

(注)教員等には講師 5人を含めています。

職員等にはパート1人を含めています。

(4)園児数および教職員数の経年推移 (5月 1日 現在)

項   目 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

園 児 数 85人 89人 89人 81人

教職員数 16人 16人 16人 16人

教員等 13人 13人 13人 13人

職員等 3人 3人 3人 3人

教員一人当り園児数 6.5人 6.8人 6.8人 6.2人



(5)納付金等経年推移

(注)2歳児保育料 29,000円

(6)そ の他の納付金経年推移

2.事業の概要

(1)令和 5年度の本園の事業・取組み方針と具体的活動内容

①本園が目指すこども像は次のとおりです。

(ア )明 るく健康で元気な子    (のびのび)
(イ )自分のことは自分でできる子 (つ よく)

(ウ )何でもすすんでがんばる子  (た くましく)

②令和 5年度の教育活動

各年令毎の年間及び学期毎の教育計画にもとづいて、園舎 。園庭・遊具の教

育施設や園を取 り巻 く緑豊かな田畑・公園等の自然環境をフルに活用した健康

な身体づ くり(基礎体力の向上)を 主目的としての始業前の全園児による園庭

マラソンや交通安全指導を兼ねての園周辺の歩行訓練等、園外活動にも積極的

に取組んでいます。こども達の成長をはかる3大行事(運動会 。発表会・作品

展)に は、体力・知力ともに健やかな成長ぶ りを個々及び学年毎に披露 し、心身
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納 付 金 内 訳 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

入園料 20,000円 20,000円 20,000円 20,000円

入園事務費 2,000円 2,000円 2,000円 2,000円

保育料 (月額) 24,000円 24,000円 28,000円 28,000円

施設費(月額) 4,000円 4,000円 0円 0円

教育充実費(月額) 保育料に含む 保育料に含む 保育料に合む 保育料に含む

空調費 (月額)
通年

700円

通年

700円

通年

700円

通年

700円

その他の納付金 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

給食費 340円 340円 340円 340円

7, *)vr:7K 3,000円 3,000円 3,000円 3,000円

PTA会費 500円 500円 500円 500円

預かり保育料

保育終了後

長期体暇時

300～400円

400～800円

300～400円

400～800円

400～500円

400～800円

400～500円

400～800円



ともに確実な成長を確認することが出来ました。

4月 の新年度スター トにおいて新入園児 20名 を迎え在園児数 80名が 4ク ラ

ス編成で活動 し、令和 6年 3月 16日 (土)25名の卒園児を小学校に送 り出し

ました。

③特記事項と課題

三年余 りに亘ってのコロナ禍が、ようやくその勢いが弱まったことから少し

ずつ教育活動全般が本来の姿に戻る兆しの見えた一年でありました。全国的な

幼児施設での園児の安全をおびやかす事象の多発傾向かつバス車内の置去 り、

不審者の侵入への対応等安全かつ安心な教育環境維持のための安全装置の備

え付けや監視カメラによる安全確保措置を行い、併せて対火災、対地震、対車

への避難安全指導を徹底して力を入れて取 り組みました。

(2)当該事業年度の教育事業及び活動報告

①園行事の実施状況(コ ロナ感染防止のため中止の活動有)

年 月 行 事

令和 5年 4月 始業式、入園式、園外保育 (ひ まわ り、きくら)、 参観日

令和 5年 5月 こいのぼり運動会、園外保育 (も も)

令和 5年 6月 親子遠足、参観日、プール開き

令和 5年 7月 七夕祭 り、あおば夏祭 り、終業式

令和 5年 8月 始業式、県私幼研修会

令和 5年 9月 レインボーフェスティバル、運動会

令和 5年 10月 オープンデー、いもほり、わくわく動物広場、園外保育

令和 5年 11月 発表会

令和 5年 12月 参観日、クリスマス会、終業式

令和 6年 1月 始業式、新入園児説明会

令和 6年 2月 作品展、雪あそび

令和 6年 3月 ひな祭 り会、お別れ会、卒園式、終了式

②毎月の園行事

当園は、毎月「身体測定」「誕生会」「交通安全指導」「避難訓練」「安全点検」

を行っております。

③園児の基礎体力の向上と各種体験活動

始業時の園庭マラソンや園周辺地域への散歩等に加え、3才以上の園児は体
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操教室を設定し基礎体力の向上につとめています。また、米子水鳥公園・児童

文化センター 。大山青年の家等公共施設において自然や季節の行事に参加 し、

体力の強化と合わせ豊かな心の育ちへの体験活動に積極的に取組みました。

④教職員研修

「のびのびとつよくたくましく」のスローガンの心も身体も健康で元気一杯

のこどもが当園の目指すこども像です。そのために、園児にどのようなかかわ

り方 。取組みが必要かを「あおば」の研修の統一テーマとして、毎週 (火)の保

育終了後、各クラスの園児状況の情報交換をベースとしての職員研修会を開催

し、教育効果のよリー層の向上に努めています。コロナがようやく下火となり

つつあり、外部研修は県主管課をはじめとして、県私立幼稚園協会・県私立学

校協会更には県私学振興会主催又は共催による私学職員としての意識向上や

専門分野に特化 した内容等幅広い分野の研修に積極的に参加 し、資質の向上に

努めています。
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(3)令和 5年度の財務の概要

1 資金収支の概要
単位 :円

科   目 決算金額 内 容

収 入 の 部

園児納付金収入 28,832,227 保育料、入園料、施設設備費・空調費収入です。

手数料収入 60,000 入園手数料収入です。

寄付金収入 250,000 幼児教育充実のため頂いた寄付金収入です。

補助金収入 20,200,490 鳥取県及び米子市からの補助金収入です。

資産売却収入 0 有価証券を売却 した収入です。

付随事業・収益事業収入 7,247,980 教育活動に伴 う諸収入です(給食・預かり保育。バス。学用品)。

受取利息・配当金収入 303,774 預金利息及び配当金収入です。

雑収入 4,377,275 施設利用料収入並びに退職金社団収入等です。

その他の収入 8,264,121 園が一時的に預かった収入額です。

資金収入調整勘定 △ 380,000 前期末の入園料前受金及び今期の未収入金です。

前年度繰越支払資金 240,152,681 前期末の現金 。預金の保有高です。

合   計 309,628,548

支 出 の 部

人件費支出 48,665,471 教職員および役員への給与手当並びに所定福利費

及び退職金です。

教育研究経費支出 942,276 教育活動に関する経費です。

管理経費支出 14,901,094 管理経費です。

借入金等利息支出 0 借入金利息支払い額です。

借入金等返済支出 0 借入金元金返済額です。

設備関係支出 988,000 教育および管理用の機器備品購入額です。

資産運用支出 10,248,724 有価証券購入支出です。

その他の支出 8,589,425 園が一時的に預かった金銭の支払い額です。

資金支出調整勘定 0

翌年度繰越支払資金 225,293,558 翌年度へ繰越の今年度剰余金です。

合   計 309,628,548



2 貸借対照表の概要
単位 :円

科   目 本年度末残高 内    容

資 産 の 部

固 定 資 産 228,647,393

有形固定資産 228,567,092

土 地 33,000,000 園地です(園庭含む)。  2,589ご

建 物 190,579,502 園舎です。 80811f

構  築  物 4 総合遊具ほかです。

機 器 備 品 4,465,815 教育 。管理用機器備品です。

図 三量 0

車 輌 521,771 スクールバス及び渉外車です。

80,301

電話加入権 80,300 NTTの 電話加入権です。
施設利用権 私学会館建設費負担金です。

流 動 資 産 245,542,282

現 金 預 金 225,293,558 現金及び普通・定期預金です。

未 収 入 金 0 未収入の補助金です。

前  払  金 0 次年度入金予定の立替金です。

有 価 証 券 20,248,724 有価証券です。

資産の部合計 474,189,675
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その他の固定資産



単位 :円

科   目 本年度末残高 内    容

負 債 の 部
固 定 負 債 0

流 動 負 債 793,266

未  払  金 0

前  受  金 320,000 次年度入園児の入園料です。

預  り  金 473,266

負債の部合計 793,266

純 資 産 の 部

基本金 323,380,152 基本財産に対する基本金繰入額です。

第 1号基本金 323,380,152

消 費 収 支 差 額 の 部

翌年度繰越収支差額 150,016,257 消費収入から消費支出を差引いた累積額です。

負債及び純資産の部合計 474,189,675
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3 事業活動収支の概要
単位 :円

科   目 決算金額 内    容

事 業 活 動 収 入 の 部

園 児 納 付 金 28,832,227 保育料、入園料、施設設備収入、空調費収入で

す。

手   数   料 60,000 入園手数料収入です。

寄   付   金 250,000 幼児教育充実のため頂いた寄付金収入です。

補   助   金 20,200,490 鳥取県及び米子市からの補助金収入です。

付 随 事 業 収 入 7,247,980 教育活動に伴 う雑収入です(給食、預 り保育、

バス、学用品)。

雑   収   入 4,377,275 施設利用料収入並びに退職金社団収入等で

す。

(収 入 合 計) 60,967,972

事 業 活 動 支 出 の 部

人   件   費 48,665,471 教職員及び役員への給与手当並びに所定福利

費・退職金です。

経 者 27,511,054 教育経費及び管理経費の支出額の合計です。

(支 出 合 計) 76,176,525

基本金組入前

当年度収支差額

△ 14,904,779 当年度の消費収入額から消費支出額を差引い

た金額です。

基本金繰入額合計 △ 988,000

前年度繰越収支差額 165,909,036 前年度末までの繰越収支差額の累計額です。

基本金取崩額 0

翌年度繰越収支差額 150,016,257 当年度末の繰越収支差額の累計額です。
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